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２０１０年１２月２１日

京都府南丹広域振興局長 伊藤秀一 様

京都府南丹教育局長 松本和久 様

日本共産党京都府議会議員団 団長 新井 進

日本共産党亀岡市議会議員団 団長 立花武子

日本共産党亀岡府政対策委員長 原田貞藏

要 望 書

長引く不況、「格差と貧困」の拡大のもと、亀岡市民の暮らしが大変です。いまこそ、

京都府をはじめ自治体の役割がますます重要になっています。

亀岡市民の暮らしを守り、市民の願いにこたえるために、京都府来年度予算編成にあた

り、以下の内容を要望します。

振興局関係

１ 市民の暮らし、自営業者の営業・雇用を支援する施策を抜本的に強化すること。

２ 生活保護基準の引き上げを求めるとともに、健康で文化的な生活を保障するものに

運用すること。老齢加算・夏期加算の復活を求めること。

３ 若者・失業者・転職者の相談窓口を設置するなど雇用対策にとりくむこと。公的就

労制度をつくること。また、生活保障、雇用などについて、ワンストップで相談に乗

れるよう、体制をとること。

４ 最低賃金の時給１０００円以上への引き上げを求めるとともに、企業に働くルール

を守らせること。京都府として地元雇用・正規雇用を増やす施策を行うこと。

５ 自営業者を対象にした家賃・光熱水費などの固定費への補助、固定資産税の減免、

設備投資への助成などの緊急施策を実施すること。

６ 「中小企業振興基本条例」（仮称）を制定し、中小企業振興計画を策定すること。

７ 商店街振興のための支援を強めること。

８ 国に公契約法の制定を求めるとともに、公契約条例を制定すること。

９ 住宅リフォーム助成制度を創設すること。また、耐震工事助成制度を拡充すること。

１０ ＴＰＰ（環太平洋戦略的経済連携協定）に参加しないよう国に強く求めること。

１１ 鳥獣被害対策を抜本的に強化すること。

１２ 家畜排泄物による悪臭など畜産公害対策を強化すること。

１３ 価格保障・所得補償で再生産できる米価の保障を国に要求し、続けられる農業、亀

岡の農業を守ること。

１４ 高すぎる国民健康保険料を引き下げるため、国負担金の増額を求めるとともに、京
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都府補助金を復活すること。

１５ すべての被保険者に保険証を交付するとともに無保険者をなくすこと。

１６ 国保の広域化・一元化は行わないこと。

１７ 子どもの医療費を小学校卒業まで無料にすること。

１８ 小児救急体制の確立や市立病院の診療科目拡大・診察時間の改善など地域医療を充

実させるために援助すること。

１９ 後期高齢者医療制度をただちに廃止するとともに、新たな負担増をしないよう国に

求めること。

２０ 京都府の老人医療制度について現行の一割負担を継続すること。

２１ 包括支援センターの充実など高齢者が安心して地域で暮らせる手だてを講じるこ

と。

２２ 障がい者が安心して地域で暮らせるよう環境整備（就労支援、ディサービス、ヘル

パー養成など）を行うこと。

２３ 西別院町笑路における残土投棄について緊急に調査し、対処すること。また、東別

院町大野における土砂の大量搬入についても調査すること。

２４ コミュニティティバスや「ふるさとバス」の充実・拡大に京都府として支援するこ

と。府道に設置されているバス停留所の安全確保対策をすすめること。

２５ 丹波口駅から京都駅間の複線化、馬堀駅の快速停車、千代川駅のバリアフリー化、

並河踏切の拡幅などＪＲ西日本へ要請し実現を図ること。

２６ 歩道・自転車道を備えた新宇津根橋を一日も早く建設すること。

２７ 府道王子並河線（詳徳小学校区内）の通学路を整備すること。

２８ 桂川河道整備に伴い、多目的広場を一日も早く整備すること。

２９ 七谷川、愛宕谷川、千々川などの改修をすすめること。

３０ 河川の水位監視カメラを増設するとともに土砂崩れ危険箇所などに監視カメラを設

置し、洪水警報時の監視体制を強化すること。

３１ 亀岡に保健所、土木事務所、児童相談所を設置すること。

３２ 徴税強化の「京都地方税機構」は廃止すること。

３３ 消費税の増税は行わず、生活必需品への消費税はなくすよう国に求めること。

３４ 憲法九条をまもり、平和な日本海と京都府をめざすこと。亀岡市「世界連邦・非核

平和都市宣言」を生かす地域づくりをすすめること。

教育局関係

１ 国に３０人学級の実施を求めるとともに、いじめや不登校・学級崩壊など教育困難

に支援を強めること。

２ 学校の耐震補強工事やバリアフリー化などを促進すること。

３ 高等学校等の保護者負担の軽減や通学費補助の拡充など、就・修学援助を強めるこ

と。

４ 私立高校の授業料無償を拡大すること。

以上


